


昨日(2月2日)が節分 
 

厚
生
労
働
省
が
1
月
9
日
に
発
表
し
た
11
月
分
毎
月

勤
労
統
計
（速
報
）で
、
実
質
賃
金
は
前
年
同
月
比
－

0.

3
％
と
4
か
月
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
現
金

給
与
総
額
は
前
年
同
月
比
＋
3.

0
％
と
10
月
の
同
＋

2.

2
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
が
、
消
費
者
物
価
（持
ち

家
の
帰
属
家
賃
を
除
く
総
合
）の
前
年
比
が
10
月
の
＋

2.
6
％
か
ら
＋
3.

4
％
に
高
ま
っ
た
こ
と
で
、
実
質

賃
金
の
下
落
が
続
い
た
。 

基
本
給
に
対
応
す
る
所
定
内
賃
金
の
上
昇
率
は
11
月
に

前
年
同
月
比
＋
2.

7
％
と
32
年
ぶ
り
の
高
さ
と
な
っ

た
。
サ
ン
プ
ル
バ
イ
ア
ス
が
小
さ
い
共
通
事
業
所
ベ
ー
ス

で
は
＋
3.

0
％
と
な
っ
た
。
連
合
に
よ
れ
ば
20
24
年

春
闘
で
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
＋
3.

6
％
程
度
だ
っ
た
が
、

所
定
内
賃
金
の
上
昇
率
が
そ
れ
を
下
回
る
の
は
、
中
小
、

零
細
企
業
の
ベ
ア
は
よ
り
低
水
準
で
あ
る
た
め
だ
ろ
う
。 

こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
春
闘
で
の
賃
上
げ
上
振
れ
分

は
概
ね
賃
金
統
計
に
反
映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
こ
の
先
賃
金
上
昇
率
が
高
ま
る
余
地
は
小
さ
い

の
で
は
な
い
か
。 

他
方
、
11
月
のC

P
I

総
合
は
前
年
同
月
比
＋
2.
4
％
、

コ
アC
P

I

は
同
＋
2.

7
％
で
あ
る
。
持
ち
家
の
帰
属
家

賃
の
上
昇
率
は
他
の
項
目
と
比
べ
て
低
め
で
あ
る
た
め
、

持
ち
家
の
帰
属
家
賃
を
除
く
総
合C

P
I

は
上
振
れ
る
こ

と
に
な
る
。 

コ
アC

P
I

は
、
政
府
の
電
気
ガ
ス
料
金
補
助
金
制
度
が
一

時
停
止
し
た
影
響
で
、
12
月
分
と
1
月
分
は
上
振
れ
、

前
年
比
上
昇
率
は
3
％
台
に
乗
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
実
質
賃
金
の
上
昇
率
は
、
1
月
分
ま
で
6

か
月
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。 


